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研究成果の概要（和文）：チーム基盤型学習法（TBL）の形式で行う授業において、学修成果を迅速かつ正確に
評価して学生にフィードバックするため、これらの評価をMoodle上で実施するICT環境を整備した。ICTを活用す
ることで、グループで協働することが求められるグループテスト（tRAT）やピア評価を効率的かつ効果的に実施
できることを検証した。卒業生を対象に行った追跡調査により、問題解決能力やコミュニケーション能力、プロ
フェッショナリズムに対する意識等が重要であること、これらを育成する教育の必要性を認識している意見が多
数見られたことは、TBLが有効なアクティブラーニングであることを示していると考えられる。

研究成果の概要（英文）：An ICT environment for immadiate evaluation and feedback of learners' 
performance in TBL classes was established. It has been confirmed that this system is effective for 
group tests (tRAT) that require collaboration in groups and peer assessments. The follow-up survey 
showed many graduates recognized the importance of: problem-solving and communication skills, 
professionalism, and the education to develop them. This result can be considered as one of 
evidences that TBL is an effective active learning strategy.

研究分野：医学教育学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
現在、大学に留まらず高等教育にもアクティブラーニングが導入されており、その効果的な授業実施と有益かつ
効率的な評価実施は、教育者の重大な課題となっている。TBLは、この要求に応える最善の方策の一つであるこ
とから、ICT導入の有益性とピア評価推進の重要性を改めて示したことに、本研究の意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
チーム基盤型学習法（TBL）は、アクティブラーニングを促す教育方略として注目され導入が進
んでいたが、アクティブラーナーの学習姿勢を客観的・定量的に評価する指標は確立していなか
った。TBL 授業に必須とされるピア評価は、アクティブラーニングの評価指標として特に重要
である。ICT を活用し、多角的なデータ収集と分析を行うことで、TBL のアクティブラーニン
グとしての効果を検証できることが期待された。 
 
２．研究の目的 
チーム基盤型学習法（TBL）のアクティブラーナー育成に対する効果を授業評価アンケートや個
別インタビュー調査等に基づいて検証することが目的である。 
能動学習を促す教育方略として注目を集めている TBLだが、アクティブラーナー育成への効果
を客観的・定量的に検証している教育研究は国内外ともに乏しい。そのため、TBL 形式とそれ
以外の形式の授業について、(1)さまざまな評価指標を用いて多角的に、(2)多数の被験者を対象
として、(3)長期にわたって継続的に追跡調査を行うことで、TBLのアクティブラーナー育成の
効果を検証し、TBL による学修成果を客観的・定量的に評価するための評価指標を確立するこ
とを目指した。 
 
３．研究の方法 
（１）ICT を活用したパフォーマンス評価比較 
九州大学歯学部のチーム基盤型学習法（TBL）の形式で行う授業において、小テストにより知識
面、ピア評価により態度面に関する学修成果を迅速かつ正確に評価して学生にフィードバック
できるようにするため、小テストとピア評価をオンライン学習支援システム上で実施する ICT 環
境を整備した。従来法（紙媒体）による準備確認テスト（RAT）と、タブレット端末あるいはス
マートフォンを用いたMoodle上のRATとを実施、比較した。コースを３分割して段階的にMoodle
を導入した。学期末に無記名による授業評価アンケートを行った。質問項目としては、授業に対
する満足度を数値（0～100%）で問うとともに、満足要因および不満足要因を選択肢から複数選
択可で選ばせた。加えて、個別項目として、ICT を導入したことに対する評価を iRAT と tRAT に
分けて５段階リッカートで問うた。 
（２）アウトカム評価の比較 
TBL 授業とそれ以外の授業科目についてアンケート調査を継続的に実施し、授業間および TBL 授
業への ICT 導入前後について、アクティブラーナー育成に対する効果を比較した。さらに、卒業
生を対象とするアンケート調査を行った。関係する質問項目としては、「以下の 15 項目につい
て、あなたの能力・知識は九州大学でも教育によりどれくらい向上しましたか」「以下の 15項目
の能力・知識は現在のあなたの社会生活にどれくらい重要ですか」である。15 項目は以下の通
り：英語の運用能力／英語以外の外国語の運用能力／情報処理（PC やｲﾝﾀｰﾈｯﾄの活用）の能力／
未知の問題に取り組む姿勢／他人に自分の意図を明確に伝える能力／討論する能力／集団でも
のごとに取り組む能力／自分の専門分野に対する深い知識や関心／分析的に考察する能力／新
たなアイデアや解決策を見つけ出す能力／記録、資料、報告書等の作成能力／国際的に物事を考
える力／人間や文化についての関心や理解／社会についての関心や理解／医のプロフェッショ
ナリズム 
 
４．研究成果 
（１）ICT を活用した TBL 授業の効果 
小テストやピア評価を迅速かつ正確に評価して学生にフィードバックできる学習支援環境で
TBL 授業を実施した。60 台のタブレット端末を用いた学生全員一斉の個人テスト（iRAT）につい
てはネットワーク環境の不具合を解決できなかったため、スマートフォンからの Moodle 利用を
試みた結果、簡便な点が有利に働くことが判明した。一方、グループごとに行うテスト（tRAT）
については問題なく実施すること
ができた。この授業に対する満足
度は平均で 61％であった。ICT 導
入に対する賛否を５段階リッカー
トで問うた結果を図１に示す。
iRAT に関して不満な学生が多かっ
たが、ネットワーク接続の待ち時
間が長かったことを反映してお
り、一方の tRAT に関しては台数が
少なくネットワークトラブルが起
きにくかったことに起因すると考えられる。しかし、図２に示す通り、授業の満足要因として「タ
ブレット端末の利用」が 4位であることから、総合的には ICT が効果的と認識されていると考え
られる。さらに、ピア評価を各学年で継続的に実施することで、ピア評価の意義への理解が深ま
ることの確証を得た。 

 
図１ ICT導入に対する賛否 



（２）卒業生に対する追跡調査 
九大歯学部卒業生を対象に、在学中に受けた教育に対する意識調査を行った結果、歯科医師にな
る上で必要とされた能力・知識としては、1 位：「自分の専門分野に対する深い知識や関心」、2
位：「医のプロフェッショナリズム」、3位：「他人に自分の意図を明確に伝える能力」、4位：「分
析的に考察する能力」、5位：「未知の問題に取り組む姿勢」、6位：「新たなアイデアや解決策を
見つけ出す能力」の順となった。知識や技能ばかりでなく、問題解決能力やコミュニケーション
能力に対する意識等が重要であると認識されていることがわかった。 
（３）新規授業への適用 
九州大学歯学部の TBL 授業において、学習者の能力評価を知識面のみに偏らず多角的に行える
よう演習的要素を取り入れてスキル評価実施し、教育効果を高めることができた。また、九州大
学共創学部の「協働科目」（PBL や TBL の要素を取り入れたグループワーク中心／課題探求・解
決型授業）を新規開講し、多角的なパフォーマンス評価を行ってデータの分析を行うとともに、
同授業の企画運営とくに学習者評価に関するノウハウ（暗黙知）の言語化を行った。 

 

図２ TBL授業の満足要因および不満足要因 
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